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東大寺の西側を南北に走る京街道（奈良街道ともいう。図5）は，京都・山城と奈良を結ぶ道であり，
伊勢街道（伊勢参宮街道，伊勢本街道ともいう）への入口ともいわれた。鉄道が奈良市内に敷設されるま
では，京都・山城や奈良からはこの道を通って伊勢神宮へ参拝した。現在の京街道沿いは，昭和期に道路
（国道369号線）が拡張されるのに伴い街並みが一部変化したが，それでも明治期に建造された多くの商家
は現存19しており，道路拡張以前の街並みの雰囲気は残されている（図6・7）。これらの商家は，景観重
要建造物の指定候補となっている。
明治期から現在に至るまで脈々と商いを続けている商家は，いわば京街道の歴史の証人である。1914
（大正3）年に，現在の近鉄奈良線が大阪上本町から奈良高天町に開通するまでは，この京街道沿いは奈良
の中心拠点として大いに賑わっていた。関西鉄道大仏線が稼働していた明治期，特に大仏線が奈良停車場
まで延伸されるまでの加茂－大仏間が運行していた時期は，多くの観光客が大仏停車場から一条通を通っ
て転害門まで足を運んだ。京街道は，東大寺・春日大社への参拝や観光で訪れるもの，日用品を調達する
もの，伊勢参宮を目指すものなど多くの人々の活気であふれていたであろうことが想像される。
　 　
キーワード：野外博物館，大仏鉄道，京街道，佐保路，正岡子規，地域創生
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19 京街道沿いにあるこのような商家は，主に押上町，今小路町，手貝町，今在家町に集中している。押上町から手貝町辺りまでは，
東大寺の門前町であり中世南都の商いの街として栄えた。ほとんどの商家は明治期から昭和初期にかけて建造されたものである
が，現在営まれている店舗には，薬局，材木店，酒店，米穀店，呉服店，寝装具店，提灯店など京街道が栄えた当時を想わせる
ものが多い。例えば，向出醤油醸造元（図7）は1879（明治12）年の創業である。なお，京街道を中心とした「奈良きたまち地区」
の歴史的建造物の保存調査については，社団法人奈良まちづくりセンター・奈良街道まちづくり研究会（2005）を参照されたい。
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図5　京街道と奈良きたまち地区
図6　現在の京街道沿い 図7　明治期創業の向出醤油醸造元
また，観光や交通の拠点であった京街道には，旅籠が多く立ち並んでいた。京街道沿い，転害門の南側
にあった「いとくゐや孫三郎」は，1720（享保5）年にはすでに旅籠を営んでいたとされる。明治期の終
わりまでおよそ200年間続いた旅籠には，江戸年間から観光地図用の木版が残されている。木版から刷ら
れた地図には，奈良を中心として伊勢や吉野，大坂，京都までの距離が示されており，宿泊客に配られた
（図8）。江戸時代から鉄道が開通するまでの明治初期にかけて，旅人には重宝される地図だったようであ
る。
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図8　いとくゐや孫三郎が宿泊者に配布した旅行地図
＊威徳井（いとくい）義一氏提供。奈良を中心に，北（下）に京都，東（左）に伊勢神宮，西（右）に大坂，南（上）に吉野山が
表されている。
京街道沿いには，明治期の著名人が数多く泊まった旅館，「對山楼」があった（図9）。
對山楼は，旅館の主人角谷定七にちなみ，「角定」ともよばれた。角定旅館は江戸年間から続く名旅館
とされ，明治期には伊藤博文，山縣有朋，山岡鉄舟，フェノロサ，岡倉天心，宮沢賢治など，文化人や学
者，政府高官をはじめ多くの著名人が宿泊したことが記録されている。なかでも，著名な宿泊者の筆頭は
正岡子規であろう。
對山楼は1963（昭和38）年に廃業し，對山楼があった場所は現在，日本料理店天平倶楽部に変わってい
る。敷地内には正岡子規にちなんで，「子規の庭」が施されている。この子規の庭には，正岡子規と縁が
深い柿の古木が残されている。
「柿くへば鐘が鳴るなり法隆寺」
日本人の誰もが知る有名なこの句は，法隆寺の傍らで詠んだのではなく，もとは子規が奈良を旅したと
きに詠んだものであるといわれる。
奈良で滞在した子規の足取りを追ってみよう。
子規が對山楼に滞在したのは，1895（明治28）年10月26日から29日までの4日間であった20。当時，療養
中の身であった子規は，4ヶ月の療養後に郷里の松山を出発し，上京の途中で奈良を訪れた。10月26日に
奈良停車場（現 JR 奈良駅）から人力車を利用して對山楼へ赴いたとされるが，この年はまだ関西鉄道が
20 「子規の庭」案内板から。
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大仏線を敷設する前であったため，関西鉄道と合併前の初代の大阪鉄道21を利用して，奈良に入ったこと
になる。大阪・湊町（現 JR 難波駅）から王寺を経て，奈良に至る汽車に乗車したのであった。
「大和路は時雨ふるらし汽車の覆」
奈良に向かう道中に雨に遭ったのであろう。子規が乗車した大阪鉄道の貨車には，雨除けの覆いが被せ
られていたのである。
奈良に到着した子規は，同日，奈良市街地，興福寺を訪れ，若草山・手向山を遠望，さらに春日大社を
訪れ，對山楼に宿泊した。翌，27日は，奈良坂，般若寺，興福寺，東大寺周辺を訪れ，28日は，法華寺，
垂仁天皇陵，薬師寺，唐招提寺，興福寺と足を延ばしている。29日には奈良を離れ，法隆寺，竜田川へと
赴いた22。
旅を終えた後の1901（明治34）年，病床にあった子規はこの奈良の旅を回想して，對山楼で柿を食べた
ことを記している23。
「或夜夕飯も過ぎて後，宿屋の下女にまだ御所柿は食へまいかといふと，もうありますといふ。余
は国を出てから十年程の間御所柿を食つた事がないので非常に恋しかつたから，早速沢山持て来いと
命じた。やがて下女は直径一尺五寸もありさうな錦手の大丼鉢に山の如く柿を盛て来た。」
柿をむきながらややうつむいている下女の美しい顔に，子規はしばし見とれた。出身が月ヶ瀬であるこ
とがわかると「梅の精霊でもあるまいか」と心を奪われた様子が表されている。
對山楼があったあたりは，東大寺大仏殿の真西に当り，夜は静寂に包まれる。やがて，柿はむけ食べて
いると，ボーンと釣鐘の音がひとつ聞こえた。
「彼女は，オヤ初夜が鳴るといふて尚柿をむきつづけてゐる。余には此初夜といふのが非常に珍ら
しく面白かつたのである。あれはどこの鐘かと聞くと，東大寺の大釣鐘が初夜を打つのであるといふ。
東大寺が此頭の上にあるかと尋ねると，すぐ其処ですという。余が不思議そうにしてゐたので，女は
室の外の板間に出て，其処の中障子を明けて見せた。成程東大寺は自分の頭の上に当つてある位であ
る。」
21 初代の大阪鉄道は，1888（明治21）年，民間営による設立である。1905（明治38）年に関西鉄道と合併することになるが，奈
良に乗り入れた当初は，関西鉄道と協議の結果担当路線を別って，大阪・湊町と奈良間を結ぶ本線として建設（1890（明治23）年）
された。
22 20掲参照。
23 正岡（1901）。
図9　明治20年頃の對山楼
＊天平倶楽部提供。
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図10　「子規の庭」の句碑と東大寺大仏殿 図11　東大寺鐘楼
鐘の音より，時刻は夜八時頃である。東大寺鐘楼は現在も夜八時，戌の刻（初夜）に鐘が突かれている
のである。このときは「長き夜や初夜の鐘つく東大寺」と詠み，柿は題材にしていない。法隆寺境内鏡池
の傍らに「柿くへば～」の句碑があるが，對山楼にて東大寺の鐘と柿を実感したところから，子規が好ん
だ斑鳩の地にある法隆寺を配置して，後に詠まれた句であるといわれる24。
東大寺大仏殿が宿から間近にあると聞かされた子規は，次の句を詠んだ。
「大仏の足もとに寝る夜寒哉」
秋の夜の寒さを感じつつも，美味な柿と場所の良さを実感している。
「柿くふて腹痛み出す旅籠かな」
子規は柿を食べすぎて，翌日，腹痛をもよおした。前夜にうましうるわし奈良を実感した顛末のエピ
ソードである。子規が奈良を訪れたこの年は，柿の当たり年であったともいわれる。奈良滞在中に詠んだ
句にも，柿にまつわるものが多い。
「秋暮るヽ奈良の旅籠や柿の味」
「柿に思ふ奈良の旅籠の下女の顔」
「宿とりて淋しき宵や柿を食う」
「渋柿や古寺多き奈良の町」
「晩鐘や寺の熟柿の落つる音」
「高円をかざして柿の所在哉」
以上は對山楼で詠んだ句のほか，奈良の各所を巡った時に詠んだ句である。
さて，明治時代は全国的に鉄道網が敷設された黎明期であるが，観光での移動手段も一斉に鉄道が利用
され始めた時代であった。大阪鉄道が大阪・湊町から，王寺を経由して奈良を結んだのは，1890（明治
23）年である。正岡子規も辿ったように，大阪方面からの奈良観光は，奈良停車場を利用した。また，既
述したとおり，関西鉄道大仏線の加茂・大仏間の開通当初，関東方面，伊勢・名古屋方面からの奈良への
観光は，大仏停車場を利用していた。翌，1899（明治32）年5月の大仏線の奈良停車場までの延伸に伴って，
各方面からの奈良への観光は，主に奈良停車場を利用することとなる。このように，明治期の鉄道を利用
24 宮坂（1996），子規の庭ホームページ（http://shikinoniwa.com/），うましうるわし奈良ホームページ（http://nara.jr-central.
co.jp/index.html）「をかし話第四十四」など参照。
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した奈良観光の拠点では，当初は大仏停車場，後に奈良停車場へとその役割を変えていったのである。
明治期の奈良市街地における観光では，東大寺大仏殿がその中心的な対象となっていたが，江戸期から
続いた多くの旅籠に加えて，對山楼のような名旅館が京街道にあったために，鉄道黎明期までの観光導線
では京街道が重要な位置付けとなっていた。奈良は古都であり，明治期においても多くの歴史上の著名人
が訪れている。しかしながら現状は，京街道沿いの商家・旅籠の歴史的検証が十分に進んでいるとは言い
難い。對山楼を例にとっても，正岡子規の足取りを紐解くことで，子規の紀行先と作品との結びつきが浮
かび上がってくるのである。著名人が留まった宿や紀行の行程を辿ることは，明治期の観光を中心とした
史実分析につながる重要な要素となる。そのためにも今後，京街道やならまちにある旅籠や商家の歴史的
な検証が深まっていくことに期待したい25。
分析対象とする時代の観光や生活の導線を，自ら体験して辿る「実験歴史学」という考え方がある26。
本稿の主題である野外博物館には，有形・無形の対象物を実際に触れたり感じたりすることによって，そ
の地域の文化・伝統・歴史を理解するという側面がある。机上の歴史分析に加えて，京街道沿いにあるよ
うな町屋・旅籠などを観察して回ることは，自らをその時代に投下させる最良の機会になるといえよう。
奈良きたまち地区では，所在する商家を中心に「きたまちかど博物館」27 に指定して，伝統技法の紹介や
ボランティアガイドが実施されている。今後，野外博物館のひとつの機能として，積極的に活用していき
たいところである。
町屋・旅籠に加えて，奈良きたまち地区にはさらに，特徴的な近代建築が現存する。以下，概略のみ触
れる。
「旧奈良県監獄署（現，奈良少年刑務所）正門・本館」は1908（明治41）年に竣工した煉瓦造の明治建
築が特徴で，監獄の近代化に取り組んだ明治政府が整備した五大監獄の一つとされる。建物の老朽化に伴
い，現在，法務省では保存活用に向けた検討を行っている。
25 對山楼のほか，明治期から続く奈良市内の名旅館に，「菊水楼」（1891（明治24）年創業），「奈良ホテル」（1909（明治42）年本
館建設），「さるさわ池よしだや」（明治初期開業），「むさし野」（江戸年間に開かれた茶屋を起源とする）などがある。2013（平
成25）年に閉館した「魚佐旅館」は，約150年続いた老舗旅館であった。
26 鎌田道隆奈良大学名誉教授（奈良大学元学長）が提唱。奈良から伊勢神宮まで歩いて向かう「宝来講」を実施している。奈良
大学史学会（2012）などを参照。
27 奈良市ホームページ（http://www.city.nara.lg.jp/www/contents/1151285908424/）を参照。
図12　明治36（1903）年の奈良停車場構内
＊木津川市教育委員会提供。
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「植村牧場牛舎」は，明治時代に建築された古い木造の建物が残され，現在も稼働中である。
「旧奈良市水道計量器室」は，1922（大正11）年竣工の煉瓦造の小さな建造物である。「水」の文字をあ
しらった外壁のデザインは，市民と水道とのつながりを象徴する近代建物のひとつとなっている。
「鼓阪（つざか）小学校本館・講堂」は，1936（昭和11）年に再建された鉄筋コンクリート造の建物で
あるが，東大寺境内に位置し，周囲にある転害門や正倉院との景観に調和するよう配慮された，和風の意
匠をもつ近代建築である。
このほか，奈良きたまち地区の南エリアにあたる「ならまち」にも近代建築が現存する。奈良ホテル，
旧帝国奈良博物館本館（竣工1894（明治27）年），日本聖公会奈良基督教会堂（竣工1930（昭和5）年），
旧奈良県物産陳列所（竣工1902（明治35）年），南都銀行本店（旧第六十八銀行奈良支店，竣工1926（大
正15）年）が挙げられる。
「奈良きたまち地区」は実際の地名ではなく，京街道を中心とした一般的なエリアの総称として用いら
れている。市民グループやボランティアが中心となって，歴史遺産でのイベントや保存活動を実行してい
るエリアでもある。地域の活性化を促進することも，その大きな目的の一つである。個々の歴史遺産が集
積しているこのエリアを，包括的に野外博物館とすることにより，さらなる歴史探訪のきっかけとなるこ
とを提唱したい。
かつて，大仏線の鉄道遺構がそうであったように，南都の古い街並みには顕在化していない歴史遺産が，
数多く残されている。これまでに検討した鉄道と明治期の観光はテーマの一例である。歴史遺産にまつわ
る様々な要素を組み合わせ，派生する新たなテーマは野外博物館の特色になるものと考える。
６．野外博物館の複合
本章からは，関西鉄道大仏線軌道跡及び京街道，これら二つの南北軸を結ぶ一条通沿い，この東西軸に
点在する歴史的建造物を野外博物館化する検討を行う。さらに，これら3ゾーンの野外博物館を複合する
ことによる，地域創生についての可能性を考察する。
一条通り沿いには，旧奈良女子高等師範学校（現，奈良女子大学）本館・正門・守衛室（竣工1909（明
治42）年，文部省山本治兵衛の設計による。），旧奈良警察署鍋屋連絡所（竣工1928（昭和3）年，次章で
詳述。）の近代建築のほか，興福院（こんぶいん）28，奈良奉行所跡29，多聞城跡30，聖武天皇陵・光明皇后陵31
といった史跡・社寺や伝統的町屋がある。
関西鉄道大仏線からみた一条通は，転害門が明治時代の東大寺大仏殿参詣のひとつの拠点となってい
28 奈良時代後期（750（天平勝宝2）年以前）に藤原氏式家一族によって創建されたと考えられている。江戸時代（1665（寛文5）年）
に現在地である佐保山に寺地を移転し再興された。薬師如来の丈六金剛仏を本尊とする浄土宗知恩院末の寺院である。以上，八
田（1999）を参照。なお，興福院において，関西鉄道大仏線が大仏停車場まで開通したときに，盛大な式典（1898（明治31）年4
月14日）が催されたことが報じられている（大阪朝日新聞，1898（明治31）年4月16日付）。
29 現在の奈良女子大学のある場所にあたり，約29,000m2の広大な敷地を有していた。江戸幕府の設置した遠国奉行のひとつであ
り，南都町奉行とも呼ばれる。1613（慶長18）年が奈良奉行の設置とされるが，諸説ある。なお，奉行所の向かいに現存する町
屋「寺川道具店」は2階に窓がないが，奉行所の中を覗けないようにしたためであり，奉行所があった時代の証人ともいわれる。
以上，大宮（2016），奈良きたまち―歴史のモザイク―ホームページ（http://www.kitamachi.info/）参照。参考までに，同奉行
所の組織については，水谷（2010）が詳しい。
30 現在の若草中学校のある場所に築かれていた。中世来支配してきた興福寺を制圧するために，松永久秀が1564（永禄7）年に築
城するが，わずか15年程で破却される。多聞城を訪れた渡来人の資料から読み取れるのは，城は白壁に瓦葺き屋根，部屋壁には
日本や中国の歴史が，障壁画として描かれていたということだ。近世の白亜の城郭への転換は，この多聞城から始まったとされる。
以上，神津（2010），公益財団法人奈良市生涯学習財団（2016）を参照。
31 佐保山南陵・東陵。第45代聖武天皇は752（天平勝宝4）年，東大寺廬舎那仏（大仏）の開眼法要を行った。正倉院には，聖武
天皇・光明皇后に所縁のある品々が納められており，聖武天皇七七忌に際して，廬舎那仏に奉献したのがその始まりであるとさ
れる。毎年秋に開催される正倉院展では，こうした宝物の一般公開が行われる。
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たと考えられており，大仏停車場からの観光ルートとして，人力車が往来していた通りである。
また，一条通は平城京の北東端にあたり，「佐保路」と呼ばれた歴史街道でもあり，東大寺転害門と法
華寺を東西の直線で結んでいる。かつて大伴坂上郎女，大伴家持，藤原麻呂など万葉集に所縁のある歌人
たちが往来したといわれる。大仏停車場があった法蓮から法蓮橋を通り東に向かうと，転害門の背後には
若草山の山並みが広がる。この奈良時代から変わらない眺望は，一条通沿いに点在する史跡や伝統的町屋
とも調和している貴重な景観である。すなわち，このゾーンでは，歴史的建造物や史跡と併せて，「景観」
が重要な要素となる。
若草山は遠景から，三つの笠を重ねたように見えることから，通俗的に「三笠山」とも呼ばれてきた。
毎年1月に行われる山焼きは，古都奈良を象徴する恒例行事となっている。この若草山の山焼きにまつわ
る和歌が，在原業平が「伊勢物語」で詠んだ
「武蔵野はけふはな焼きそ若草の　つまもこもれり我もこもれり」32
である。
在原業平は，平安初期の貴族・歌人であり，平城天皇の孫にあたる。一条通からやや北方，奈良市法蓮
町にある「不退寺」33 は業平が開基した寺であり，平城天皇が薬師の変の後，隠棲した「萱の御所」であっ
た。809（大同4）年，平城天皇は平城京に移り住み，平城天皇の皇子，阿保親王や業平も，この法蓮の地
に住んだといわれている。
業平の和歌のほか，「三笠山」を題材にした和歌は万葉集でも多く詠まれており，佐保路は奈良・平安
時代の雅を，景観とともに保存すべきエリアであるといえよう。「眼で確かめる」ことができる対象とと
もに，野外博物館には「心で感じる」ことができる景観も必要である。若草山は東大寺との結びつきがき
わめて強く，山頂には前方後円墳である史跡鶯塚古墳がある。今も変わらぬ若草山・東大寺の遠景を望み
ながら，古都の歌人たちが詠んだ歌に想いを馳せることができるのも，野外ゆえに体感できる特徴といえ
よう。佐保路の沿道に点在する史跡・遺構ととともに，若草山の景観を保護するためにも，このエリアを
ひとつの野外博物館とすることを提唱する。
一条通より北側の近景域，及び一条通より望む転害門背後の遠景域は，歴史的風土特別保存地区・風土
保存地区に指定されている。こうした保存地区内，及び保存地区に隣接する史跡・遺構そのものの保存と
併せ，周囲の景観の保全34も，野外博物館化の整備上重要な課題といえよう。
さて，これまでに検討した3つのゾーンの野外博物館について，要約しておきたい。
関西鉄道大仏線が一般に，大仏鉄道の呼称で知られていることから，この南北軸の野外博物館を「大仏
鉄道エリア」と呼ぼう。京街道の南北軸の野外博物館を「京街道エリア」，一条通の東西軸の野外博物館
を歴史上の呼称に従い「佐保路エリア」と呼ぼう。これらの野外博物館は互いに隣接しているところから，
三様に特徴的な野外博物館を関連づけることができる（図13）。
図中の双方向に示す矢印は，野外博物館に所在する拠点を中心として，遺構・史跡を巡る動線を表す。
三つの博物館はすべて，収集展示型ではなく，現地保存型の野外博物館に定義づけられる。それぞれの野
外博物館について，構成する史跡・遺構，研究対象とする項目を分類すれば，表2のとおりとなる。
32 歌意として，武蔵野は今日は焼かないで下さい。いとしい夫も身をひそめています。私も身をひそめて隠れています。『古今集』
には「春日野はけふはな焼きそ…」とあり，これを改作したものである。若草山の山焼きはこの歌に由来しているともいわれて
いる。
33 真言律宗の寺院で，本尊は聖観世音菩薩（業平観音）。845（承和12）年創建。本堂・南門・多宝塔は重要文化財に指定されて
いる。
34 現在，眺望を阻害している一部の電柱電線類は，景観の質を低下させているものであり，今後一条通に点在する史跡群を再整
備していく過程で，見直すべき点であろう。また，居住していない一部の町屋も老朽化が進んでおり，保存に向けた措置が求め
られる。
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野外博物館
京街道エリア
野外博物館
佐保路エリア
A
E
D
C
B
東大寺
野外博物館
大仏鉄道エリア
は以下の中核施設を表す。 
A 加茂駅ランプ小屋 B 大佛鐡道記念公園 
C 旧奈良駅舎本屋 D 旧鍋屋交番きたまち案内所 
E 奈良市きたまち転害門案内所 
若草山
景観
図13　奈良市における野外博物館の複合イメージ
表2　奈良市における野外博物館の分類
野外博物館 種類 史跡・遺構 研究対象項目
大仏鉄道エリア 人文系野外博物館 鉄道遺構（前号表1参照） 近代土木技術史，鉄道技
術，鉄道史，交通史，自然
環境景観学，産業遺産　等
佐保路エリア 人文系野外博物館 旧奈良女子師範学校本館・正門・守衛室，奈良
奉行所跡，旧奈良警察署鍋屋連絡所，明教館跡，
永代橋碑，興福院，多門城跡，聖武天皇陵・光
明皇后陵，眉間寺跡，法蓮橋，初宮神社，商家，
町屋
古典，考古学，文化的景観
学，建築史，町屋保存，産
業遺産　等
京街道エリア 人文系野外博物館 東大寺，転害門，正倉院，般若寺，八坂神社，
奈良豆比古神社，旧奈良監獄署，植村牧場牛舎，
旧奈良市水道計量室，北山十八間戸，今在家の
石橋，五劫院，焼門，依水園，吉城園，鼓阪小
学校本館・講堂，旧南都銀行手貝支店，雲井坂，
轟橋，西塔跡，入江泰吉旧居，商家，町屋，旅
籠跡
古典，商業史，交通史，流
通史，町屋保存，産業遺産　
等
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７．地域のなかの野外博物館
野外博物館を構成する遺跡・遺構を一体的に捉えた場合に，学術的な裏付けが必ず必要となる。つまり，
時代迎合的なテーマパークとは一線を画することが必要となるのである。遺構を単に永続的に残すという
ことだけではなく，学問的な研究活動の対象となり得るかどうかが野外博物館成立の要件となる35。
小野・梅本（2005）では，住民が主体的に参画する地域の創造拠点として，「価値創造ミュージアム」
が提唱されている。
現在，7,000を超える博物館が日本に存在しているといわれるが，博物館の開館当初は多数の入館者で
賑わうものの，しばらくすると利用者が減少し，住民は関心を持たなくなるという現実がある。これに対
して，地域住民が個人個人の「自己実現」を行うために知識を習得し，それを展開する「価値創造ミュー
ジアム」は，新たな博物館像を展望するものである。
博物館である以上，過去が研究対象となるのは当然であるが，その地域の歴史・文化・生活・技術・産
業・環境・自然など，あらゆる「知」を過去から現代に至るまで，総合的，横断的に研究を行う。いわば，
地域の知の集積センターというべき存在である36。地域のなかの博物館の意義として，第一章で取り上げ
たエコミュージアムに類似しているともいえよう。こうした視点に立てば，地域で確立する複数の野外博
物館には，それらを構成する遺跡に共通したテーマを設定することによって，さらに研究領域は広がって
いくのである。
地域の文化財を核とした地域住民による案内・ボランティア活動は，地域振興を実現していくうえで極
めて重要である。遺跡・遺構の案内には，案内する側の不断の知識の習得・集積が必要となる。住民参加
型の野外博物館には，こうした自己実現の場としてのインセンティブにより，内容の充実と持続的な地域
振興という相乗効果が期待できるのである。
ならまちエリアにおいては，複数のボランティア団体による観光ガイドが行われている。「NPO 法人な
ら・観光ボランティアガイドの会」37 は，古都奈良の文化財である世界遺産，東大寺，興福寺，春日大社
などを中心に，奈良市内をガイドして回るツアーも組まれている。定点ガイドは，平城宮跡朱雀門，東院
庭園，東大寺大仏殿，転害門で行われている。このほか，ボランティア団体として，「特定非営利法人平
城宮跡サポートネットワーク」，「奈良まほろばソムリエの会」があり，後者はならまち周辺以外に，斑鳩，
飛鳥，吉野などへもガイドのモデルコースが設定されている。
さらに，奈良市観光協会に登録されているボランティア通訳ガイドとしては，「奈良 S.G.G クラブ」，「奈
良 YMCA 善意通訳ガイド（EGG）」，「奈良学生ガイド」，「NPO 法人なら外国語観光ガイドの会」があり，
外国人旅行者向けのガイドが実施されている。国際的な観光都市として，ボランティアガイド数は充実し
ており，今後，野外博物館化が実現した際には不可欠な存在となるであろう。
最近では，iPad やスマートフォンなど IT 機器を駆使した遺跡の再現技術が進んでいる。来訪者ととも
に遺跡を回るガイドの手法にこうした IT 技術を取り入れ，例えば，関西鉄道大仏線軌道跡に汽車が走行
する情景，若草山を背景とした佐保路に平安の歌人たちが行き交う様子，京街道の町屋・旅籠が多くの商
人や旅人で栄えている状況など，臨場感のある歴史ガイドを実践することも考えられよう。それぞれの遺
跡・遺構において，映像・画像に加え，音声を駆使したガイドを併用することも可能である。高性能な情
報端末が携行できる今日，これまでの旅行手引書やパンフレットなど印刷物中心であった探訪案内から，
35 水嶋（2009）参照。
36 小野・梅本（2005）参照。
37 1997（平成9）年に結成。2016年4月現在のガイド会員数は157名である。ガイド料金は無料で，英語によるガイドも実施されて
いる。
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より多角的な情報入手が可能となっている。
さて，ならまちエリアには，歴史的建造物を改修した二つの観光案内所が開設されている。
「旧鍋屋交番きたまち案内所」は，旧奈良警察署鍋屋連絡所であった建屋を内部改修して，2012（平成
24）年に開設された（図14）。鍋屋連絡所は，「鍋屋巡査派出所」を起源とするが，1928（昭和3）年に現
在地に移転新築され，1960（昭和48）年に連絡所から派出所への改称がなされている。本建物は，小さい
ながらも昭和初期の巡査派出所の形態をよく留め，近代の派出所として希少価値が高い歴史的建造物であ
る38。周囲には，奈良女子大学記念館・正門，伝統的町屋群などがあり，歴史的景観の核ともなっている
施設である。
観光案内所の運営は，地元住民が中心となって常駐し，観光客などの対応にあたっている。奈良女子大
学に隣接していることから，まちづくり等に関する研究・教育の拠点としても積極的な活用が行われてい
る。
「奈良市きたまち転害門観光案内所」は，もともと南都銀行手貝支店（1940（昭和15）年竣工）として
建築された建物の内部を改修して，2013（平成25）年に開設された（図15）。本建物は，奈良における近
代建築設計の第一人者とされる岩崎平太郎によるもので，国宝東大寺転害門に隣接した，2階建て延べ面
積223㎡の木造建築である。転害門と京街道沿いの街並みに調和し，伝統的な町屋の形態を踏襲した，昭
和初期の銀行店舗として貴重な建造物である39。
観光案内所の運営は，地元住民・地域活動団体により行われている。また，観光案内は前述の奈良観光
ボランティアの会により行われており，施設の運営・観光振興ともに，地域の有志が主体となって実施さ
れている例である。
上記の「旧鍋屋交番きたまち案内所」，「奈良市きたまち転害門案内所」，既述の「奈良市総合観光案内所」
について，歴史的建造物をそのまま有効活用した実例であり，学術・観光振興のための情報発信拠点と
なっている。すべて地域住民による民意，保存に向けた運動が結実した結果であり，野外博物館の中核施
設とする際には，保存活用までの経緯を明示しておくことが望ましい。
図14　旧鍋屋交番きたまち案内所 図15　奈良市きたまち転害門案内所
８．地域創生に向けて
各都市の成長戦略に，観光を中核に設定しているところは多い。最近のインバウンド効果を狙った観光
需要の取り込みなど，新たなアクションプランが打ち出されている。奈良市は国際的な観光都市として知
38 沿革・保存活用に至る経緯については，鍋屋連絡所の保存・活用と“奈良きたまち”のまちづくりを考える会（2012）を参照
のこと。
39 沿革・保存活用に至る経緯については，奈良市観光振興課（2013）を参照のこと。
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られるが，抱えている問題も多いといわれる。奈良の観光はこの四半世紀は低迷状態が続いている。近畿
圏では奈良県だけが観光入込客数を減らしているという状況である40。多くの史跡がありながら，観光を
中心とした経済効果に反映できていない点は，地域経済の停滞にもつながるものである。
奈良観光の課題として筆頭に挙げられるのが，地理的な要因である。大阪や京都からのアクセスの良さ
に加えて宿泊施設が少なく，東大寺や春日大社といった観光スポットが奈良公園の周辺に集中しているこ
とが，観光客が長期間滞在しない大きな理由となっているのである41。すなわち，奈良市は日帰りの観光
地として捉えられている傾向がある。市内中心部に集中している有名な観光スポットのみを回遊して，奈
良を離れてしまうといった現状だ。
さらに，奈良の観光サービスとして揶揄されるのが，「大仏商法」である。東大寺の大仏に参詣する観
光客が立ち寄るのを待つだけで，進んで観光客を集める努力をしない奈良商人の消極性があるというもの
だ。このことは最近の観光アンケート調査の結果にも表れている。訪問先での応対に満足している割合は
半数に満たず，史跡や屋内博物館でガイドを受けたという割合も一割強と少ない42。来訪者に対する，奈
良としての「もてなし対応」の改善が望まれるところである。
一方，奈良の魅力は，これまでにスポットが当てられることがなかった，遺跡・遺構を含めた豊富な歴
史遺産が存在することだ。歴史遺産を観光財という側面から捉えることは，経済効果を大きな目標とする
地域創生上重要である。すでによく知られた名所旧跡を形式的に広報するだけでは，地域の特色は打ち出
されないであろう。著名な歴史遺産以外の遺跡・遺構にも着目し，その魅力を掘り起こしていくことであ
る。すなわち，地域が保有する遺産，観光財産を再確認・再認識してもらうための新たな視点が望まれる。
野外博物館は学術的な領域であると同時に，広く人々に知的好奇心を喚起するような存在であるべきだ。
野外博物館では一度訪れた来訪者が，再び訪れたいと思えるような環境づくり，地域が主体となった丁
寧な対応が必要であろう。これまでに触れたとおり，奈良市のボランティアガイドは多言語によるガイド
も含め，充実した存在になっている。これからのガイドの在り方として，来訪者に浸透し積極的に利活用
してもらえるような，広報面での一層の工夫が望まれる。
野外博物館への訪問をきっかけに，さらなる探究心が深まるような展示手法や問題提起が大切である。
また，ひとつの野外博物館の訪問から隣接する野外博物館の訪問へ，広域にわたる移動が実現するような
観光戦略が望まれるであろう。つまりは，野外博物館で体験・体感したことが，来訪者にとって充実した
時間であったと感じてもらえることが，結果的にリピート率を高め，地域への来訪を拡大することにつな
がるものと考える。
本稿では，奈良市に残された遺跡・遺構について，「個から面へ」，さらに「面と面のつながりへ」，ひ
とつの野外博物館化の実現から，野外博物館を複合することについて検討した。自ら見て触れることがで
きる野外博物館では，探究心を充足させる方法は多様である。来訪者に対し，可能な限りの情報を付与で
きる機能を備えていくことが，これからの野外博物館に求められるであろう。
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40 村田（2016）参照。
41 阿部（2016）参照。
42 40掲参照。
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